
川
崎
佐
知
子
氏
が
校
訂
し
、
熊
倉
功
夫
氏
、
筒
井
紘
一
氏
、
そ
し
て
名
和

修
氏
の
三
氏
が
監
修
し
た
本
書
は
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る

『
御
茶
湯
之
記
』
全
十
一
冊
（
資
料
番
号
〈
九
四
〇
九
六
〉
│
〈
九
四
一
〇

六
〉）
の
全
本
文
の
翻
刻
に
加
え
、
詳
細
な
注
釈
・
解
説
・
関
連
年
譜
、
そ

し
て
索
引
を
有
し
た
書
で
あ
る
。
副
題
に
、「
予
楽
院
近
衞
家

の
茶
会
記
」

と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
『
御
茶
湯
之
記
』
は
、
五
摂
家
筆
頭

の
近
衞
家
の
第
二
十
一
代
当
主
で
あ
り
、
摂
政
・
関
白
・
太
政
大
臣
を
歴
任

し
た
、
予
楽
院
近
衞
家

（
一
六
六
七
│
一
七
三
六
）
が
亭
主
を
つ
と
め
た

茶
会
の
会
記
集
で
あ
る
。
茶
会
毎
に
開
催
期
日
と
客
人
・（
場
所
）・
道
具
・

献
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
八
月
か
ら
享
保
二
十
一

（
一
七
三
六
）
年
正
月
に
か
け
て
、
家

四
十
一
歳
か
ら
七
十
歳
、
既
に
摂

政
を
辞
し
て
い
た
時
期
に
開
催
さ
れ
た
、
実
に
三
百
八
会
の
茶
会
の
記
録
で

あ
る
。
詩
歌
・
書
道
・
絵
画
・
香
道
・
茶
道
に
有
職
故
実
等
々
諸
道
に
つ
い

て
卓
抜
し
た
才
能
を
持
つ
、
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
家

の
晩
年
の
偉
業

が
、
本
書
の
翻
刻
と
注
解
に
よ
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
は
思
文
閣
出
版
よ
り
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
、
茶
湯
古
典
叢
書
の
第
六
巻
目
に
あ
た
る
。
茶
湯
古
典
叢
書

は
こ
れ
ま
で
に
、『
茶
道
四
祖
伝
書
』、『
古
田
織
部
茶
書
』、『
金
森
宗
和
茶

書
』、『
茶
譜
』、『
片
桐
石
州
茶
書
』
が
い
ず
れ
も
権
威
あ
る
研
究
者
陣
に
よ

っ
て
執
筆
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
れ
ら
の
茶
書
の
な
か
で
、
公
家

の
茶
道
を
代
表
す
る
典
籍
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
度
の
『
御
茶
湯
之
記
』
出
版
の
意
義
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
書

が
、『
槐
記
』
で
あ
る
。
家

の
文
化
的
な
造
詣
の
深
さ
は
、
近
衞
家
の
侍

医
、
山
科
道
安
（
一
六
七
七
│
一
七
四
六
）
が
筆
記
し
た
家

の
言
行
録
、

『
槐
記
』
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
槐
記
』
は
享
保
九
（
一
七
二

四
）
年
正
月
か
ら
同
二
十
（
一
七
三
五
）
年
正
月
ま
で
の
記
録
で
あ
り
、

『
御
茶
湯
之
記
』
の
記
録
時
期
に
完
全
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
家

が

主
催
し
、
山
科
道
安
が
臨
席
し
た
茶
会
に
関
し
て
は
特
に
、
同
一
の
茶
会
の

〔
書
評
〕

川
崎
佐
知
子
校
訂

『
御
茶
湯
之
記

予
楽
院
近
衞
家

の
茶
会
記
』

本

多

潤

子
四
三



同
時
代
資
料
と
し
て
必
見
で
あ
る
。
な
お
、『
槐
記
』
に
記
載
さ
れ
た
家

の
「
御
会
席
」
は
、
山
科
道
安
が
臨
席
し
た
八
十
七
会
の
茶
会
を
中
心
と
し

た
記
録
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
家

が
亭
主
と
し
て
主
催
し
た
茶
会
の
記
録
に

限
定
す
る
と
、
約
三
十
三
会
で
あ
る
。『
御
茶
湯
之
記
』
の
網
羅
的
な
性
格

が
、
よ
り
実
感
さ
れ
よ
う
。

な
お
、『
槐
記
』
は
、
茶
道
の
基
本
的
文
献
と
し
て
古
く
か
ら
著
名
で
あ

り
、
淡
交
社
『
茶
道
古
典
全
集
』
全
十
二
巻
（
第
十
五
代
千
宗
室
総
監
修
、

一
九
五
六
年
│
一
九
六
二
年
）
の
う
ち
、
第
六
巻
（
昭
和
三
十
三
（
一
九
五

八
）
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
茶
道
古
典
全
集
で
は
、
校
訂
者
で
あ
る

柴
田
實
氏
が
、
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
家

の
自
会
記
の
手
控
え
の

存
在
を
指
摘
し
、
解
題
に
附
し
て
、「
槐
記
校
訂
に
當
つ
て
是
非
こ
れ
も
参

照
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、（
中
略
）
つ
い
に
そ
の
意
を
遂
げ
え

な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
家

の
自
会
記
は
、『
槐
記
』
研
究
に
お
い

て
古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
、
研
究
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

そ
の
後
の
研
究
史
の
詳
細
を
こ
こ
で
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の

『
御
茶
湯
之
記
』
は
、
淡
交
社
よ
り
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
豫
樂
院
公
茶
杓
箪
笥

陽
明
文
庫
蔵
』（
解
説

芳
賀
幸
四
郎
氏
、

高
原
杓
庵
氏
、
水
谷
川
忠
麿
氏
）
の
付
録
と
し
て
部
分
翻
刻
が
、
名
和
修
氏

作
成
の
「
豫
樂
院
自
会
記
」
の
な
か
に
収
録
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
貴

重
な
書
物
は
千
部
限
定
の
出
版
で
あ
り
、
広
く
一
般
に
流
通
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
近
年
に
お
い
て
も
『
御
茶
湯
之
記
』
の
注
目
度
は
増
す
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
緑
川
明
憲
氏
の
著
書
『
豫
楽
院
鑑

近
衞
家

公
年
譜
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
『
雑
事
日
記
』
等
と

並
ん
で
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
度
、
本
書
が
茶
湯
古
典
叢

書
と
し
て
収
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
待
望
の
刊
行
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。そ

し
て
本
書
に
は
、
充
実
し
た
注
解
が
付
随
す
る
。
翻
刻
下
部
の
脚
注
に

は
、
客
人
の
略
歴
、
花
や
料
理
の
語
注
、
道
具
の
由
緒
・
伝
来
等
が
細
か
に

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
資
料
に
同
一
茶
会
の
記
事
が
あ
る
場
合
は
補

注
に
そ
の
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
補
注
に
は
、
前
述
の
『
槐
記
』
の

他
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
『
雑
事
日
記
』、『
御
道
具
目
録
』、『
家

公
記
』、

家

の
両
親
の
記
録
で
あ
る
『
基

公
記
』『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』、
家

の
嫡
子
の
『
家
久
公
記
』
等
の
記
事
が
引
か
れ
て
い
る
。
同
時
代
資
料
の
引

用
は
、
ま
さ
に
網
羅
的
で
あ
り
、
夫
々
の
資
料
の
記
述
で
補
完
し
あ
う
こ
と

で
さ
ら
に
茶
会
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
様
は
、
実
に
圧
巻
で
あ

る
。ま

た
、
個
々
の
茶
道
具
に
関
し
て
、
家

以
後
の
伝
来
も
追
跡
さ
れ
て
い

る
も
の
も
多
い
。
先
行
研
究
の
提
示
も
細
や
か
で
あ
り
、
美
術
史
の
研
究
資

料
と
し
て
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
補
注
に
、
大
正
七
年
六

月
、
東
京
美
術
俱
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
た
、
近
衞
家
の
売
立
の
目
録
、『
近

衞
公
爵
御
蔵
器
第
壱
回
入
札
目
録
』、『
大
正
七
年
六
月
十
日
近
衞
公
爵
御
蔵

器
第
弐
回
入
札
目
録
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
の
特
色
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
名
和
修
氏
は
、
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
近
衞
家
伝

来
の
茶
道
具
の
多
く
が
こ
の
大
正
期
に
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
惜
し
み
つ
つ
、

売
立
目
録
掲
載
の
写
真
の
優
品
の
「
殆
ど
が
こ
の
茶
会
記
の
道
具
立
に
登
場

四
四



す
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
言
及
さ
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、
本
書
に
は
解
説
と
し
て
、
川
崎
氏
と
監
修
者
三
氏
に
よ
る
多
彩

な
四
論
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
名
和
修
氏
が
「
近
衞
家

に
つ
い
て
」

と
題
し
て
家

の
生
涯
を
綴
る
。『
御
茶
湯
之
記
』
成
立
に
至
っ
た
家

を

と
り
ま
く
環
境
、
社
会
的
背
景
が
こ
こ
に
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
茶
の
湯

以
外
の
文
化
的
素
養
、
絵
画
・
書
道
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
業
績
を
伝
え

る
。次

に
熊
倉
功
夫
氏
が
、「『
御
茶
湯
之
記
』
に
み
る
懐
石
」
と
題
し
て
、
会

記
か
ら
み
え
る
十
八
世
紀
の
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
論
じ
る
。
具
体
的
に

は
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
十
月
二
十
三
日
の
茶
会
の
懐
石
を
取
り
上

げ
、
例
え
ば
、「
し
べ
と
は
い
え
鶴
が
供
さ
れ
た
点
に
前
摂
政
太
政
大
臣
と

い
う
格
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堂
上
公
卿
の
最
高

位
に
位
し
た
家

の
茶
会
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
つ
ぶ
さ
に
指
摘
す
る
が
、
食

材
の
産
地
の
多
様
さ
も
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
懐
石
道

具
に
関
し
て
も
、
清
朝
の
色
絵
磁
器
な
ど
の
最
新
の
異
国
趣
味
、
ま
た
同
時

代
の
尾
形
乾
山
（
一
六
六
三
│
一
七
四
三
）
の
食
器
の
多
用
な
ど
、
最
新
の

流
行
を
敏
感
に
取
り
入
れ
て
い
る
さ
ま
を
み
わ
た
し
、「
予
楽
院
の
茶
の
湯

が
清
新
の
気
に
富
み
、
時
と
し
て
趣
向
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

続
き
、
筒
井
紘
一
氏
は
、「
近
衞
家

の
茶
会
」
を
三
章
立
て
で
論
じ
る
。

「
一

近
衞
家
の
茶
の
湯
」
で
は
、
家

の
祖
父
、
尚
嗣
（
一
六
二
二
│
一

六
五
三
）
の
茶
の
湯
の
特
色
に
つ
い
て
、
そ
し
て
家

の
茶
の
湯
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
常
修
院
宮
（
梶
井
宮
慈
胤
親
王
）
や
獅
子
吼
院
宮
（
妙
法
院

宮
尭
恕
親
王
）
等
と
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
、
家

の
茶
の
湯
の
基
盤
を
明

ら
か
に
す
る
。「
二

予
楽
院
茶
会
の
客
」
は
、『
御
茶
湯
之
記
』
で
最
も
多

く
、
四
十
八
会
招
か
れ
て
い
る
久
田
宗
也
（
一
六
八
一
│
一
七
四
四
）
の
記

録
を
紐
解
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
家

が
亭
主
を
つ
と
め
た
際
の
客
の
顔
ぶ

れ
か
ら
、
茶
会
の
目
的
を
見
通
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
三

女
性
の
茶

道
」
で
は
、
家

の
茶
会
に
女
性
が
招
か
れ
て
い
る
の
は
二
十
会
ほ
ど
で
あ

り
、
そ
れ
は
親
族
の
女
性
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
特
に
家

の
女
で
、
女
性
な
が
ら
に
亭
主
も
務
め
た
記
録
の
あ
る
、
入
江
御
所
尊
融
尼

の
存
在
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
人
物
を
例

に
、
茶
会
の
開
催
意
図
を
解
き
明
か
す
そ
の
手
法
は
、
茶
会
記
の
資
料
的
価

値
を
伝
え
る
に
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
川
崎
佐
知
子
氏
が
「『
御
茶
湯
之
記
』
の
書
誌
お
よ
び
関
連
資

料
」
を
記
す
。『
御
茶
湯
之
記
』
の
書
誌
や
特
色
を
示
し
、
さ
ら
に
関
連
資

料
と
し
て
、
本
書
の
注
に
多
く
引
用
さ
れ
た
、
山
科
道
安
『
槐
記
』、
近
衞

家
の
諸
大
夫
、
進
藤
長
之
（
一
六
六
五
│
一
七
二
七
）
の
他
会
記
『
他
所
之

茶
事
道
具
献
立
之
留
』、
近
衞
家
の
家
礼
、
錦
小
路
頼
庸
（
一
六
六
七
│
一

七
三
五
）
の
日
記
『
錦
小
路
頼
庸
朝
臣
記
』、
近
衞
家
諸
大
夫
の
家
政
記
録

『
雑
事
日
記
』
等
に
関
し
て
解
説
を
付
し
て
い
る
。
川
崎
氏
は
、「
致
仕
後
の

家

の
茶
湯
は
、『
御
茶
湯
之
記
』
を
も
と
に
、
参
会
者
に
よ
る
会
記
を
は

じ
め
と
し
た
同
時
代
資
料
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
完
全
に
近
い

形
で
再
現
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
本
書
刊
行
の
意
義
に

つ
い
て
も
、「『
御
茶
湯
之
記
』
は
、
家

の
茶
湯
に
関
す
る
基
本
資
料
と
み

川
崎
佐
知
子
校
訂
『
御
茶
湯
之
記

予
楽
院
近
衞
家

の
茶
会
記
』

四
五



な
す
べ
き
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
提
唱
し
た
い
の
で
あ
る
」
と
の
氏
の
言
に
集

約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

解
説
に
続
い
て
、
本
書
に
は
『
御
茶
湯
之
記
』
関
連
年
譜
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
か
ら
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年

に
か
け
て
の
、「
近
衞
家
の
動
向
お
よ
び
家
司
・
家
礼
等
に
関
す
る
事
項
」

「
皇
室
・
将
軍
家
に
関
す
る
事
項
」
が
細
か
に
編
年
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
書
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
そ
の
詳
細
な
索
引
に
あ
る
。「
客
人

篇
」「
道
具
篇
」「
献
立
篇
」
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
「
道
具
篇
」
は
、﹇
掛

物
﹈﹇
釜
﹈﹇
香
合
﹈﹇
茶
入
﹈﹇
茶
杓
﹈﹇
水
指
﹈﹇
花
入
﹈﹇
茶
碗
﹈﹇
香
炉
﹈

﹇
そ
の
他
（〈
風
炉
〉〈
炭
籠
・
炭
取
〉〈
水
次
〉〈
蓋
置
〉〈
棚
・
休
台
・
台
〉

〈
卓
〉〈
そ
の
他
〉）﹈﹇
花
﹈
に
、「
献
立
篇
」
も
、﹇
料
理
﹈﹇
菓
子
﹈﹇
器
物

〈
椀
〉〈
重
箱
〉〈
盆
〉〈
膳
〉〈
皿
〉〈
鉢
〉〈
そ
の
他
〉﹈
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
索
引
を
眺
め
る
だ
け
で
、
各
々
の
分
類
の
中
で
、
ど
の
品
が
頻
用
さ
れ

て
い
た
か
が
う
か
が
え
、
家

の
好
み
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
さ
な
が

ら
家

時
代
の
近
衞
家
の
茶
道
具
の
目
録
を
手
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
思

い
に
と
ら
わ
れ
る
。

以
上
の
本
文
に
加
え
、
本
書
に
は
口
絵
と
し
て
、
陽
明
文
庫
の
名
品
が
カ

ラ
ー
で
載
っ
て
い
る
。『
御
茶
湯
之
記
』
冊
子
、「
近
衞
家

画
像
」
の
他
、

茶
会
に
用
い
ら
れ
た
記
録
の
あ
る
後
西
天
皇
御
作
の
茶
杓
な
ど
、
家

遺
愛

の
品
三
十
一
本
を
有
す
る
「
茶
杓
箪
笥
」、
菓
子
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

「
白
磁
無
地
金
襴
手
馬
上
盃

金
琺
瑯
」、
本
席
の
掛
物
と
し
て
多
用
さ
れ
て

お
り
、
家

好
み
の
表
装
で
も
有
名
な
重
要
美
術
品
「
藤
原
定
家
筆
詠
草

泊
瀬
山
」、
香
筥
と
し
て
二
度
ほ
ど
家

の
茶
会
に
使
わ
れ
て
い
た
記
録
の

あ
る
重
要
美
術
品
「
蒔
絵
伽
羅
箱

物
か
は
」、
後
西
院
よ
り
家

に
贈
ら

れ
た
砧
青
磁
の
傑
作
で
あ
る
重
要
文
化
財
「
青
磁
鳳
凰
耳
花
生

銘
千
声
」

と
い
っ
た
、『
御
茶
湯
之
記
』
に
登
場
す
る
宝
物
の
写
真
画
像
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宝
物
は
、
二
〇
〇
八
年
東
京
国
立
博
物
館
『
宮
廷
の
み

や
び
│
近
衞
家
一
〇
〇
〇
年
の
名
宝
展
』、
二
〇
一
四
年
九
州
国
立
博
物
館

『
近
衞
家
の
国
宝

京
都
・
陽
明
文
庫
展
』
等
の
展
観
に
度
々
出
陳
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
諸
氏
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
よ

っ
て
現
存
す
る
宝
物
と
会
記
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
家

の
取
り
合
わ
せ
、

茶
会
の
趣
向
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
茶
道
具
は
そ
の
来
歴
を
重
ん
じ
る
。
前
出
の
大
正
七
年
六
月
、
東

京
美
術
俱
楽
部
『
近
衞
公
爵
御
蔵
器
第
壱
回
入
札
目
録
』、『
大
正
七
年
六
月

十
日
近
衞
公
爵
御
蔵
器
第
弐
回
入
札
目
録
』
に
は
多
く
の
茶
道
具
が
そ
の
名

を
連
ね
て
い
た
。
記
載
さ
れ
た
近
衞
家
伝
来
の
宝
物
に
は
、
予
楽
院
の
箱
書

や
書
付
が
付
随
す
る
も
の
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
入
札
な
ど
を

経
て
、
現
在
、
陽
明
文
庫
以
外
に
も
家

遺
愛
の
宝
物
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て

い
る
が
、
家

の
箱
書
が
あ
る
場
合
、
さ
ら
に
外
箱
を
作
成
し
、
そ
の
箱
書

き
を
大
切
に
保
管
し
て
い
る
品
も
ま
た
多
い
。
家

の
存
在
が
、
現
在
の
茶

道
史
、
美
術
史
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
改
め
て

強
く
感
ぜ
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
本
書
は
ま
さ
に
今
後
の
家

、
そ
し
て
公
家
の
茶
道
研
究
の

基
盤
を
成
す
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
川
崎
佐

知
子
氏
は
、
本
書
刊
行
後
も
、
精
力
的
に
ご
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本

誌
前
号
掲
載
の
ご
論
考
、「
陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ

四
六



て
│
│
修
練
時
代
の
近
衞
家

茶
会
記
│
│
」（『
論
究
日
本
文
学
』
一
〇
二

号

二
〇
一
五
年
五
月
）
で
は
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
、
一
乗
院
門
跡

真
敬
親
王
（
一
六
四
九
│
一
七
〇
四
）
が
亭
主
の
茶
会
な
ど
、
計
三
会
の
茶

会
の
記
録
が
記
さ
れ
た
他
会
記
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
に
つ
い
て
、
そ
の
記

主
を
当
時
二
十
歳
で
あ
っ
た
家

と
規
定
さ
れ
、「
修
練
時
代
」
の
家

の

茶
の
湯
の
一
端
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
と
合
わ
せ
、
底
知
れ
ぬ
家

研
究
に
欠
か
せ
ぬ
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
本
体
五
〇
九
、
索
引
七
七
頁
、
一
五

〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
ほ
ん
だ
・
じ
ゅ
ん
こ

本
学
研
究
生
）

川
崎
佐
知
子
校
訂
『
御
茶
湯
之
記

予
楽
院
近
衞
家

の
茶
会
記
』

四
七


